
令和２年７月３０日  

 

 長岡市空家対策協議委員 様 

 

 

長岡市都市整備部住宅施設課長  

 

 

令和２年度 第１回長岡市空家等対策協議会の開催について 

 

 日頃より、本市の住宅行政の推進に格別の御理解と御協力いただき、厚くお礼申し上げま

す。 

 さて、令和２年度第１回長岡市空家等対策協議会について、今般の新型コロナウイルスの

感染拡大防止の観点より、下記のとおり書面にて開催しますので、各議題に対し、ご意見な

ど賜りますようお願いします。 

 

記 

 

１ 議 題 

（１）令和２年度空き家実態調査について【報告・相談事項】 

今後アンケート調査の実施や空家等対策計画の策定に向けての意見をいただきたい 

 

（２）地域団体が実施する空き家の除却支援について【報告・相談事項】 

空き家除却補助金について事前に利用申し込みがあったため意見をいただきたい 

 

（３）令和２年度空き家の対応状況について【報告事項】 

   特定空き家及び、市民から相談のあった空き家の対応状況について報告するもの 

 

（４）長岡市一般住宅リフォーム補助金の制度拡充について【報告事項】 

   新型コロナウイルス感染症による経済への影響を緩和するために制度の拡充を行ったもの 

 

（５）空き家のサテライトオフィス利用について【検討事項】 

   サテライトオフィスとして空き家バンク登録物件を PRするもの 

 

（６）啓発チラシの配布状況について【報告事項】 

   啓発チラシの配布状況について報告するもの 

 

 



（７）全国住宅・土地統計調査の結果について【情報提供】 

   平成３０年の調査結果の詳細が公表されたため情報提供するもの 

 

（８）空き家対策の最近の動向について【情報提供】 

   国土交通省から令和２年４月に情報提供があったもの 

 

（９）低未利用地等の譲渡に係る所得税及び個人住民税の特例について【情報提供】 

   令和２年度、国土交通省開始事業。低未利用地を譲渡した場合、譲渡所得が最大 100万円控除されるもの 

 

（10）「空き家が気になったら読む本」について【情報提供】 

令和２年度に新潟県が作成したパンフレットのご紹介 

 

２ 回答期限  

令和２年８月２１日（金曜日） 

   

３ 回答方法 

別紙の回答書に記入の上、下記の担当あてにメールまたは郵送で提出をお願いします。 

  いただきました御意見につきましては、後日取りまとめたうえで、共有させていただき

ます。 

 

４ 謝金の支払いについて 

 ・ご住所、振込先口座など、変更がありましたらご連絡ください。 

 ・お支払いは、９月中旬を予定しています。 

 

 

 

 【協議会庶務】〒940-0062 長岡市大手通２－６ 

フェニックス大手イースト５階 

都市整備部住宅施設課住宅政策係 

【担当】桜井、宮﨑  

【連絡先】TEL：0258-39-2265   

mail：jutaku-shisetsu@city.nagaoka.lg.jp  

 



別紙 

令和２年度 第１回長岡市空家等対策協議会回答書 

 

氏名            

 

〇ご意見がありましたら記載してください 

 

 



議題１ 

令和２年度 空き家実態調査について 

 

１ 概要 

  危険な状況にある家屋等を把握するとともに、空家対策計画策定のため空

き家実態調査を実施する。 

対象は、平成２８年度に実施した空き家実態調査の結果（２，１４３件）に、

直近で空き家と思われる家屋等（１，１１８件）を追加した空き家。（計３，

２６１件） 

水道の閉栓状況を参考に、管理されていないと思われる空き家を調査対象と

して抽出した。 

業務の詳細は、別紙「長岡市空き家実態調査業務 仕様書」及び「長岡市空

き家実態調査要領（現地訪問調査要領）」のとおり。 

前回の協議会で報告したとおり、業務はシルバー人材センターに委託（令和

２年６月２３日～）。 

 

２ スケジュール 

現在、住宅施設課において、シルバー人材センターが作成した地図に場所を

特定する色マーカーを塗り、返却している。 

シルバー人材センターでは、地図が返却された地域から、順次、現地調査を

開始している。（現在、支所地域から現地調査を行っている。） 

全体スケジュールは、別紙のとおり。 

 

３ 今後の予定 

（１）必要に応じて、追加調査を実施（住宅施設課による現地調査など） 

（２）アンケート調査の実施（所有者の現況及び利活用の意向調査） 

（３）長岡市空家等対策計画の策定（空家等対策計画を策定してから５年が経

過するため） 

 



長岡市空き家実態調査業務 仕様書 
 

 

１ 業務内容 

① 長岡市から提供される調査対象空き家一覧（エクセルデータ）及び空き家

調査票（別紙１）をもとに、現地訪問する。 

② 家屋状況を確認し、調査票の必要項目を記入する。 

③ 敷地外から家屋の外観写真を５枚程度撮影する。 

④ 撮影した写真データのファイル名は調査票の空き家番号と一致するよう整

理する。 

 

２ 調査対象空き家 

３，２６１件 

 

３ 請求及び実績報告 

  請求する際は、空き家実態調査実績報告書（別紙２）、調査対象空き家一覧

（エクセル）、空き家調査票、地図及び写真データ（DVD）を合わせて提出す

ること。 

 

４ その他 

 ・その他詳細な作業や現地訪問する際の注意事項などは、別途指示する空き

家実態調査要領をよく確認し、業務を行うこと。 

 ・現地訪問するための住宅地図や写真撮影するためのデジタルカメラは、必

要に応じて受託者が用意すること。 



空き家調査票 

空き家番号   

空き家所在地   

 

現地調査日 令和２年  月  日 調査員番号  

現地状況 
居住状況 

不明 
更地 

売り・貸し家 

看板あり 

居住している 

⇒確認内容：    

 

【家屋状況】 

表札氏名 不明 ・（      ） 
住宅地図上の

氏名 
表記なし ・ （      ） 

 

家屋の傾き なし・わからない 多少傾いている気がする 明らかに傾いている 

屋根の壊れ なし・わからない 壊れあり（１か所） 壊れあり（複数） 

外壁の壊れ なし・わからない 壊れあり（１か所） 壊れあり（複数） 

雨どいの壊れ なし・わからない 壊れあり（１か所） 壊れあり（複数） 

樹木 
樹木なし・収まっている 

・境界が不明 
枝が越境しそう 枝が越境している 

雑草 なし・わからない 
少しはえている 

（雑草 30センチ以上） 

生い茂っている 

（雑草 1メートル以上） 

ゴミ、害獣、害虫 なし・わからない 少し確認できる 多数確認できる 

郵便ポスト なし・わからない 郵便物が少し残っている 
郵便物が大量に 

溜まっている 

 

【長岡市記入欄】 

総
合
判
定 

非常に

良い 
良い 普通 悪い 

非常に

悪い 

 

メモ 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

写真を１枚撮り、以下記入不要 以下記入不要 



空き家実態調査実績報告書 
 

長岡市長 様 

 

 

次のとおり報告します。 

調査期間 
令和２年  月  日から 

令和２年  月  日まで 

調査件数               件 

調査対象空き家一覧 別添のとおり 

調査票 

※地図添付 
別添のとおり 

写真データ 別添のとおり 

 

 

令和２年  月  日 

 

 

長岡市台町２丁目４番５６号 

公益社団法人 長岡市シルバー人材センター 

理 事 長  佐 々 木  保 男 

 

別紙２ 
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空き家実態調査　全体スケジュール

４月以降

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

住宅施設課

シルバー人

材センター

水道局

資産税課

９月 ３月２月１月１０月 １１月 １２月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

調査対象の検討

シルバー人材

センター委託

内容協議

調査対象の抽出

調査対象データ作成

契約書・仕様書作成

契

約

調査員の検討 地図作成

現 地 調 査 （対象：3,261件）

データ整理

第２回

納品及び

請求・支

払

（納品物確認）

集計・データ入力

空き家

対策

協議会

空き家

対策

協議会

第３回

納品及び

請求・支

払

説

明

会

第１回

納品及び

請求・支

払

町内会への

周知文送付

第４回

納品及び

請求・支

払



空き家の管理・活用等の実態調査 

 

～長岡市内に、居住していない住宅をお持ちの皆様へ～ アンケートのお願い 

 

近年、人口減少、世帯分離による高齢者のみ世帯の増加などを背景に、長岡市におい

ても空き家が増加しています。適切な管理や利活用がなされていない空き家は、防災や

防犯の面だけでなく、まちの景観や生活環境を維持するうえでも大きな社会問題となっ

ています。 

そこで、長岡市では「空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２７年５月施行）」

に基づき、市全域の戸建住宅について、今年度７月から１０月にかけて居住状況を調査

させていただきました。 

今回、調査の時点で、空き家と思われる建物を所有・管理されている皆様に、現況及

び利活用等のご意向をお伺いし、支援策等、今後の空き家施策検討の基礎資料にしたい

と考えております。 

 ご多用とは存じますが、アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願いいたします。なお、本アンケートは、法に基づき固定資産課税情報からの提供

により送付させていただきました。 

 アンケートの結果については統計的な処理を行いますので、ご回答いただく皆様にご

迷惑をおかけするものではありません。 

なお、空き家の管理状況等により、今後も市から情報提供等のご連絡を差し上げる場

合がございます。 

 

■アンケートにお答えいただく際の留意事項■ 

 ・ お答えいただく方 

   ご回答者は宛名の所有者等と思われる方、または、そのご家族等で建物をご存知

の方にお願いいたします。 

 ・ 回答方法 

   アンケート用紙に直接ご記入ください。各回答の番号を○で囲み、（ ）内には

具体的にご記入ください。 

 

お手数ですが、ご記入いただいたアンケート用紙は、同封の返信用封筒にて平成２８

年○月△日までに投函してください。 

 

アンケートに関するお問い合わせは、下記担当へお願いします。 

長岡市 都市整備部 住宅施設課 住宅政策係 ℡０２５８－３９－２２６５ 

 

H28実態調査実施時の 

アンケート調査票 

参考 



（ア）対象の空き家及び回答者について 

問１ あなた（以下、回答者）又は関係者が所有・管理している長岡市内の空き家と思

われる建物について、次の内容で誤りがないかご確認をお願いします。 

※修正がある場合は、該当箇所を二重線で消していただき、訂正をお願いします。 

   建物所在地：新潟県長岡市○○ 

   建物の概要：建築 昭和□□年、構造 木造瓦葺２階建 

   所 有 者：氏名 △△ △△、住所 ×××× 

 

問２ 回答者についてお答えください。  

  ①所有者 ②所有者の親族（親 子 配偶者 親戚） ③親族ではない管理者 

 ④親族ではない使用者 ⑤その他（    ）  

⑥対象の建物は解体済 ⑦対象の建物は売却済 ⑧対象の建物に心当たりがない 

 

※⑥～⑧に該当された方は終了です。差し支えなければ、⑦⑧に該当された方で対象の

建物についてお話しを聞ける方をご存知でしたら教えてください。 

（ 氏名：        連絡先：         ） 

 

問３ 回答者の年齢をお伺いします。 

  ①２０代以下 ②３０代 ③４０代 ④５０代 ⑤６０代 ⑥７０代以上 

 

問４ 対象の建物が建っている敷地は、どなたの所有ですか。 

  ①建物所有者と同じ ②建物所有者の親族 ③その他（    ） 

 

（イ）空き家の現況 

問５－１ 所有者が建物を取得した経緯は何ですか。 

  ①自分や家族が住むため ②週末や休暇に使用する別荘等として ③相続・贈与 

 ④賃貸物件として運用するため ⑤その他（    ） 

 

※②と回答した方はお答えください。 

問５－２ 現在はどのように使用していますか。 

 ①別荘（年間  回程度使用） 

 ②自分又は親族が住んでいる ③貸家で入居者がいる ④物置・倉庫 

 ⑤貸家・売家で募集中 ⑥特に使用していない 

 

※①と回答した方は問１１へ、④～⑥と回答した方は問９へお進みください。 

※②③に該当された方は終了ですが、いつ時点でその状況になったのかご記入ください。

（ 平成  年  月  日頃 ） 



問６ 現在、建物をどのように使用していますか。 

  ①所有者又は親族等が住んでいる ②貸家で入居者がいる 

 ③実家であり年に数回使用している（お盆、正月等） 

 ④週末や休暇に別荘等として ⑤物置・倉庫として 

 ⑥貸家・売家として募集中 ⑦特に使用していない 

 

※①②に該当された方は終了ですが、いつ時点でその状況になったのかご記入ください。

（ 平成  年  月  日頃 ） 

 

問７ 最後に居住していた方はどなたですか。 

 ①所有者 ②所有者の親 ③所有者の親以外の親族 

④借家人 ⑤その他（    ） 

 

問８ 空き家（居住者不在）になった理由は何ですか。 

  ①居住者が別の住宅へ転居した ②居住者が死亡した 

 ③居住者が施設等へ入居・入院した ④その他（    ） 

 

問９ 空き家になってどのくらい経ちましたか。 

  ①１年未満 ②１年以上５年未満 ③５年以上１０年未満 ④１０年以上 

 

問１０ 建物はどのような状態ですか。 ※該当するもの全て 

  ①修理なしで居住できる 

 ②屋根に破損等がある ③外壁に破損等がある ④柱が傾斜している 

 ⑤雨漏りしている ⑦窓ガラスが割れている ⑧設備機器の交換・修理が必要 

⑨床が抜けている ⑩家財が残っている ⑪その他（    ） 

 ⑫わからない 

 

（ウ）建物・土地の管理状況 

問１１－１ どなたかが定期的に維持管理をしていますか。 

  ①している     問１１－３へ  ②していない 

 

 

問１１－２ 維持管理をしていない理由は何ですか。 ※該当するもの全て 

  ①遠方に住んでいるため ②維持管理にかかる費用の問題 

 ③健康・身体的な問題 ④維持管理を依頼する事業者等がわからない 

 ⑤維持管理の必要性を感じない ⑥相続の問題 ⑦その他（    ） 

 



※問１１－１で①と回答した方はお答えください。 

問１１－３ 主に維持管理しているのはどなたですか。 

  ①所有者もしくは同居の親族 ②別居の親族 ③知人 ④対象住宅の近隣住民 

  ⑤民間事業者 ⑥その他（    ） 

 

問１１－４ 維持管理の頻度はどのくらいですか。 

  ①週１回程度 ②月１回程度 ③２，３ヵ月に１回程度 ④半年に１回程度 

 ⑤１年に１回程度 ⑥その他（    ） ⑦わからない 

 

問１１－５ 維持管理の内容はどのようなことですか。 ※該当するもの全て 

  ①建物内の清掃 ②庭の手入れ ③通気、通水 ④破損個所のチェック・修理 

 ⑤雪下ろし ⑥外観の見回り ⑦戸締り確認、郵便物整理 ⑧その他（    ） 

 

問１１－６ 維持管理にかかる年間の費用は平均どのくらいですか 

（固定資産税、火災保険料除く）。 

  ①費用はかかっていない ②１万円未満 ③１万円以上５万円未満 

④５万円以上１０万円未満 ⑤１０万円以上 ⑥その他（    ） 

 

（エ）建物・土地の活用意向 

問１２－１ 今後５年間程度のうちに使用または解体等の予定はありますか。 

  ①ある ②ない    問１２－４へ 

 

 

問１２－２ 内容はどのようなことですか。 

  ①自分又は親族が住む予定 ②別荘等として使用 

  ③売却 ④賃貸物件として運用 ⑤建物を解体して土地利用（駐車場等） 

  ⑥土地利用の予定はないが建物は解体 ⑦地域等に寄付し活用してほしい 

 ⑧倉庫・物置として使用 ⑨その他（    ） 

 

※問１２－２で③④と回答した方はお答えください。 

問１２－３ 売却又は賃貸する場合、どのように考えますか。 

  ①相場並で売却・賃貸したい 

 ②安くてもいいから売却・賃貸したい 

 ③その他（    ） 

 

 

 



※問１２－１で②と回答した方はお答えください。 

問１２－４ 理由は何ですか。 ※該当するもの全て 

  ①資産として保有していたい ②賃貸できない（したくない） 

 ③売却できない（したくない） ④解体できない（したくない） 

 ⑤どうしたらよいかわからない ⑥特に困っていない ⑦その他（    ） 

 

※問１２－４で②～④と回答した方はお答えください。 

問１２－５ 詳細な理由をお聞かせください。 ※該当するもの全て 

【共通事項】 

 ①親族等の同意が得られない ②方法、依頼先がわからない 

 ③仏壇や家財の片づけが大変 ④心理的に抵抗がある 

⑤実家のため残しておきたい ⑥その他（    ） 

【賃貸】 

 ①修理・リフォーム（耐震含む）費用の問題 

②需要がなく借り手が見つからない ③賃貸すると返してもらうのが大変そう 

④契約や入居者対応が大変そう ⑤その他（    ） 

【売却】 

 ①権利関係が複雑で売却が困難 ②接道の問題があり売却が困難 

 ③借地のため売却が困難 ④修理・リフォーム（耐震含む）費用の問題 

 ⑤需要がなく買い手が見つからない ⑥その他（    ） 

【解体】 

 ①解体費用の支出が困難 ②権利関係が複雑で解体が困難 

③解体費用をかけたくない ④土地の固定資産税等の負担増 

⑤更地にしても使い道がない ⑥その他（    ） 

  

（オ）全体を通して 

問１３ 空き家の管理、活用、解体についてお困りのことがあればお答えください。 

※該当するもの全て 

  ①使用等の予定がなく、どうしたらよいかわからない 

  ②実家のため、今後の考えが親族内でまとまらない 

  ③維持管理の手間・費用 ④管理・修理の依頼先がわからない 

 ⑤地震・積雪等による倒壊 ⑥不審者の侵入・放火 

 ⑦家財や仏壇処分の手間・費用 ⑧賃貸・売却の方法・依頼先がわからない 

 ⑨賃貸・売却したいが立地条件等で困難 ⑩リフォーム費用が支出できない 

  ⑪解体しても土地の使い道がない ⑫解体したいが費用を支出できない 

  ⑬特に困っていることはない ⑭その他（    ） 

 



問１４ 空き家の管理、活用、解体に関する要望があればお答えください。 

 ※該当するもの全て 

  ①売却・賃貸する場合の不動産業者の情報がほしい 

  ②建物・土地を管理してくれる業者の情報がほしい 

  ③家財等の処分をしてくれる業者の情報がほしい 

  ④雪下ろしをしてくれる業者の情報がほしい 

  ⑤修理やリフォーム（耐震含む）業者の情報がほしい 

  ⑥解体業者の情報がほしい 

 ⑦空き家の有効活用を支援する情報がほしい 

 ⑧リフォーム費用を補助してほしい ⑨解体費用を補助してほしい 

 ⑩特に要望はない ⑪その他（    ） 

 

問１５ 長岡市が実施している、空き家の賃貸・売却を支援する「長岡市空き家バンク

制度」をご存知でしたか。（同封のパンフレット参照。年間ＨＰアクセス数約５万件、

これまでに 143件の物件登録があり半数の 69件が成約になっています。） 

  ①知っていた ②知らなかった 

 

問１６ 今後、空き家バンク制度への物件登録についてどのようにお考えですか。 

  （リフォームや家財片づけといった補助制度を受けられる場合があります） 

  ①登録を検討したい ②制度の詳細を聞いてみたい ③登録は考えていない 

 

問１７ 空き家バンク制度の詳細資料を希望されますか（本アンケートと送付先が異な

る場合はご記入ください）。その他、空き家の管理や活用等に対するご意見・ご質問

がございましたらご記入ください。 

①する ②しない 

 

 
住  所： 

氏  名： 

℡・FAX： 

メ ー ル： 

ご意見・ご質問 



議題 2

地域団体が実施する空き家の除却支援について

から、長岡市空き家対策総合支援事業補助金を利

用 し、地域の空き家を除却 したい旨の申し出があったもの

1 対象家屋住所

2 登記上の所有者

3 関係者

4 経緯 日経過

令和 2年 6月 25日 (木 )、 から、「町内で管理

に困っている空き家があるため、ここを除却 し、跡地を集落センターやお祭 りなど

を行 う際の広場 (神社広場)の ための駐車場にしたいが、長岡市空き家対策総合支

援事業補助金を利用できないか。」 とい う話があった。

¨
‐
不日2年 7月 20日 (月 )、 ち合いの下、現況確認 を行 った。

5 対象家屋の状況

写真 (別紙 1)の とお り

6 補助金の利用についての検討

補助金要綱 (別紙 2)に照らし合わせ、第 3条の補助対象空家等の要件及び第 4

条の補助対象者の要件に該当するか確認
。第 3条 第 1号の特定空家等 (不 良住宅を含む)であるかどうかの確認が必要

だが、現地調査により評点 した結果、不良住宅と認められるものと考

えられる。 (評点結果は別紙 3の とお り)

その他の要件は聞き取 りの中で該当すると考えられる。

・第 4条 現在の登記上所有者は上記のとお りであるが、甕轟:に 所有権移転をす

る予定であることから第 2号該当を想定。

ク

7 今後の流れ
。空家等対策協議会で意見を聴取

・協議会の指摘 。意見等をふまえ、事前審査 としては対象 として認める旨、町内会

側に回答 (8月 下旬頃を想定 )

・町内会からの正式な申請により、最終的な審査 。決定。



対象家屋の外観写真① 

対象家屋の外観写真② 

別紙１ 
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○長岡市空き家対策総合支援事業補助金交付要綱 

平成31年３月29日 

告示第136号 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、本市の区域内に存する老朽化が著しい特定空家等の除却を促進し、市

民が安全安心に暮らすことのできる住環境の形成を図るため、予算の範囲内で長岡市空き

家対策総合支援事業補助金（以下第３条第３号を除き「補助金」という。）を交付するこ

とについて、長岡市補助金等交付規則（昭和36年長岡市規則第６号）に定めるもののほ

か、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1) 特定空家等 空家等のうち、空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26年法律

第127号）第２条第２項に規定する特定空家等及び市長が別に定める基準により不良住

宅と判定された空家等をいう。 

(2) 所有者等 当該特定空家等の管理又は処分に関し、所有権その他正当な権利を有す

る者をいう。 

（補助対象空家等） 

第３条 補助金の交付の対象となる特定空家等（以下「補助対象空家等」という。）は、次

の各号の全ての要件を満たすものとする。 

(1) 市内に存する特定空家等であること。 

(2) 補助を受ける目的で故意に破損させたものでないこと。 

(3) この要綱に定める補助金以外に、国、他の地方公共団体、公益法人等の補助金又は

本市の他の補助金の交付を受けていない、又は受ける予定がないものであること。 

(4) 公共事業等による移転等の補償対象となっていないものであること。 

(5) 除却後の跡地を公共又は地域活性化の用に供する見込みであること。 

（補助対象者） 

第４条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、補助対象空家等

が所在する地域の住民自治組織等の地域団体とし、次の各号のいずれかに該当する者とす

る。 

(1) 補助対象空家等の所有者等である者 

別紙２ 
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(2) 前号に規定する者の全てから除却についての同意を得た者 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者は、補助金の交付を受ける

ことができない。 

(1) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第

２号に規定する暴力団及び同条第６号に規定する暴力団員 

(2) 補助対象空家等に所有権以外の権利（賃借権を含む。）の設定がある場合において、

当該権利者から除却についての同意を得られない者 

(3) 前２号に規定する者のほか、市長が不適当と認める者 

（補助対象工事） 

第５条 補助金の交付対象とする除却工事（以下「補助対象工事」という。）は、次の各号

の全ての要件を満たすものとする。 

(1) 市内に本店、支店又は営業所等を有する事業者が施工するものであること。 

(2) 建設業法（昭和24年法律第100号）別表第１に基づく建設業許可（土木工事業、建

設工事業及び解体工事業に限る。）又は建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

（平成12年法律第104号）第21条第１項に規定する解体工事業に係る登録を受けている

事業者が施工するものであること。 

(3) 補助対象空家等及びそれに付属する工作物をすべて除却し、更地とする工事である

こと。 

（補助対象経費） 

第６条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、補助対象工

事に要する経費とし、国土交通大臣が定める標準建設費のうちの除却工事費を上限とする。 

２ 前項の標準建設費は、補助金の交付決定日を基準とする。 

（補助金の額） 

第７条 補助金の額は、補助対象経費に５分の４を乗じて得た額（1,000円未満の端数が生

じたときは、これを切り捨てた額とする。）とし、160万円を上限とする。 

（事前調査等） 

第８条 補助金の交付を受けようとする者は、次条の申請に先立って、次に掲げる書類を市

長に提出しなければならない。 

(1) 補助対象空家等の見取図及び現況写真 

(2) 補助対象工事の内訳明細の記載がある見積書の写し 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 
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２ 市長は、前項の書類の提出があったときは、審査及び必要に応じて現地調査を行い、補

助対象空家等に該当するかを判定し、その結果を通知するものとする。 

（補助金の交付申請） 

第９条 前条第２項の規定による通知を受け、補助金の交付を受けようとする者は、補助対

象工事に着手する前に、次に掲げる書類を添えて、市長に申請をしなければならない。 

(1) 補助対象空家等の所有権が確認できる書類 

(2) 所有者等以外の者が申請する場合又は所有者等が複数いる場合は、その全員の同意

書 

(3) 所有権以外の権利（賃借権を含む。）の設定がある場合は、当該権利を有する者の

同意書 

(4) 前３号に掲げる書類のほか、市長が必要と認める書類 

（補助金の交付決定） 

第10条 市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金を交

付するかどうかを決定したときは、その旨を当該申請をした者に通知するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による決定に当たり、必要な条件を付することができる。 

（補助対象工事の変更等） 

第11条 前条の規定により補助金の交付の決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）

は、補助対象工事を変更し、又は中止しようとするときは、市長にその旨を申請し、承認

を受けなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、これを承認するか

どうかを決定し、その旨を当該申請をした者に通知するものとする。 

（完了報告） 

第12条 交付決定者は、補助対象事業が完了したときは、次に掲げる書類を添えて、別に

定める期日までに市長に報告しなければならない。 

(1) 補助対象工事の請負契約書等の写し 

(2) 補助対象工事費の支払いを確認できる書類の写し 

(3) 補助対象工事完了後の敷地の写真 

(4) 前３号に掲げる書類のほか、市長が必要と認める書類 

（補助金の額の確定） 

第13条 市長は、前条の規定による報告があったときは、その内容について審査及び必要

に応じて行う現地調査等により完了確認を行い、補助金の額を確定したときは、その旨を
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当該報告をした者に通知するものとする。 

（補助金の請求及び交付） 

第14条 前条の規定による通知を受けた交付決定者は、指定の期日までに、市長に補助金

の交付を請求しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、交付決定者に対して補助金を交付する。 

（受領委任） 

第15条 交付決定者は、当該補助金の請求及び受領の権限を、補助対象工事を施工した事

業者に委任することができる。 

２ 前項の委任をした交付決定者は、委任状及び第12条の完了報告に関する書類を、当該

委任をした事業者を経由して市長に提出するものとする。 

（補助金の交付決定の取消し等） 

第16条 市長は、交付決定者が、次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付決

定の全部若しくは一部を取り消し、又は既に交付した補助金の全部若しくは一部の返還を

命じることができる。 

(1) この要綱の規定に違反したとき。 

(2) 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

(3) 第10条第２項の規定により付した条件に違反したとき。 

(4) 前３号に掲げるときのほか、市長が不適当と認める事由があったとき。 

（現地調査等） 

第17条 市長は、必要に応じて交付決定者又は補助対象工事を施行する事業者に対し、補

助対象工事の進捗状況について報告を求め、又は現地を調査することができる。 

（その他） 

第18条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成31年４月１日から施行する。 
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く色dあるもの
〈3)便槽の形式

10ア 便所を共用するもの

20

30便所

(4)便所の使用方法
メイ 便所を 10戸以上で共用するもの

‐ .:|
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２（３）外壁又は界壁 イ 下地の露出、壁体の穴 ① 

 

２（３）外壁又は界壁 イ 下地の露出、壁体の穴 ② 

 

別紙３ 



２（４）屋根 ア 屋根のずれ、雨漏り ① 

 

２（４）屋根 ア 屋根のずれ、雨漏り ② 

 



３（１）外壁 ア 延焼のおそれのある外壁があるもの（１面） 

 

４（１）主要な居室の電灯 主要な居室に電灯がないもの 

 



６（１）汚水 イ 汚水の排水設備がないもの 及び ７（２）台所の排水設備がないもの ① 

 

６（１）汚水 イ 汚水の排水設備がないもの 及び ７（２）台所の排水設備がないもの ② 

 



６（２）雨水 雨樋がないもの 

 

８（３）便槽の形式 汲取便槽 

 

 



別紙３参考





























議題３ 
 

令和２年度空き家の対応状況について 

１ 特定空家の対応状況 

  随時パトロールを行い、変化がないか確認している。継続的に所有者にアプローチし、

適切な管理を行うよう助言・指導していく。 

 

 【直近の家屋状況写真】 

（１）黒塗り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）黒塗り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）黒塗り 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 



議題３ 
 

（４）黒塗り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）黒塗り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 特定空家以外の対応状況 

  空き家に関する電話相談を日常業務の中で随時受付けしている。空き家に関する相談が

あった場合は、まずは現場確認を行っている。この中で、問題のあるケースは所有者を調

査し、適切な管理に向けた手紙を送付している。 

今年度は、市道への樹木・雑草の越境に対して、道路管理者である道路管理課や環境業

務課と連名で文書を送るなど、関係課で連携した取り組みも行っている。 

相談内容 件数 文書送付件数 

雑草の繁茂、樹木の越境 １０ ９ 

害虫・害獣の発生 ３ ２ 

屋根、雨どい破損 ２ ２ 

瓦の落下 １ １ 

その他 ６ ２ 

計 ２２ １６ 

   ※文書を送った後、所有者から反応があり、家屋の除却に向けた対応を行う旨の回答

があったものもあった。 

  

  



議題４ 

長岡市一般住宅リフォーム補助金の制度拡充について 

 

１ 概要 

新型コロナウイルス感染症による経済への影響を緩和するため、制度の拡充を行った

もの 

これまでは、建物及び対象者につき１回限りの利用としていた補助金の申請を、今年

度に限り２回目の申請も受け付ける 

別紙、「長岡市一般住宅リフォーム補助金のお知らせ」のとおり 

 

 

２ 予算状況（R2.7.22時点） 

  ・一般住宅リフォーム補助金 

予算額 交付(見込)件数 交付決定(見込)額 残 額 予算執行率 

39,000,000 円 484 件 23,317,000 円 15,683,000 円 59.7％ 

  【２回目申請の状況（内訳）】 

交付(見込)件数 41 件  交付決定(見込)額 1,922,000 円 

 

  ・【参考】空き家リフォーム補助金 

予算額 交付(見込)件数 交付決定(見込)額 残 額 予算執行率 

11,000,000 円 14 件 6,013,000 円 4,987,000 円 54.6％ 
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令和２年度６月１７日以降 

長岡市一般住宅リフォーム補助金のお知らせ 
 

当初期間として令和２年４月２３日から４月３０日まで受付を行いましたが、申請された補助金

の総額が予算額に達しないことから、５月１日から申請を随時受け付けています。 

このたびの新型コロナウイルス感染症による影響を緩和するため、より制度を利用しやすくする

よう、過去（令和元年度以前）に一般住宅リフォーム補助金、空き家活用リフォーム補助金を受け

たことがある方及び住宅も、令和２年度に限り申請可能とします。 

 

 

 

 

申請受付期間等 

【受付期間】 令和２年１１月３０日（月）まで 

予算の範囲内で先着順で受付けます 

【申請方法】 住宅施設課へ郵送 
〒９４０－００６２ 

長岡市大手通２丁目６番地 フェニックス大手イースト５階 

【予 算 額】 ３，９００万円 

※予算残額はホームページ又は住宅施設課住宅政策係へご確認ください 

※補助金交付決定前に契約・工事着手したものは対象外です 
 

 

手続きの流れ 

 

申
請
者 

 

交付申請書の    契約・      工事   実績報告書の提出     請求書の      口座へ 
   提出     工事着手    完了       最終提出期限        提出  約 1 か月      振込 
                       令和３年 1 月 29 日(金) 

※契約・工事着手は必ず 

        約 1 か月         交付決定後に行ってください。              約 3 週間～1 か月   

                       
 

 申請内容の   交付決定通知         報告書の        確定通知書 
    審査       送付            審査          送付 

 

※対象事業の完了後、必要に応じて現地調査を行う場合があります。 

市
役
所 

 

一般住宅リフォーム補助金の目的 
 市内建築関連業者の振興による地域経済の活性化と市内にお住まいの方の住環境の向上及び既存住宅の継続

的な利用と居住の促進を図るため、自己の居住する住宅を市内の施工業者によりリフォームを行う場合、その

経費の一部を補助するものです。 
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○住居部分を改修したい場合(一般住宅改修) 

○併用住宅の店舗部分を改修したい場合(併用住宅の店舗部分改修) 

補助の概要 

１．補助対象者（申請者） 

※下記のいずれかに該当し、地方税を滞納していな

い者 

・市内に住所を有し居住している住宅の所有者 

・リフォーム後、市内に住所を移し居住する住宅の 

 所有者 

・住宅の所有者との関係が配偶者又は親子である  

住宅の居住者（居住予定者） 

  

２．補助対象住宅 

・建築後１０年を超えた住宅 

  （平成 21 年 12 月 31 日以前に建築されたもの） 

・専用住宅、併用住宅※1(1/2 以上が住居部分となっ

ているもの）、分譲マンションの専有部分である

こと 

・併用住宅の店舗部分改修の場合は、補助対象者が 

 事業※2を営んでいる又は営む予定※3の併用住宅で 

あること 

   

３．施工業者の条件  

 ・市内に本社がある法人又は住民登録をしている個

人事業主 

 

 

 

 

 

 

 

４．補助対象工事 

 ・バリアフリー・安全、省エネルギー、防災、長寿命

化に配慮した４～６ページに記載のある住宅リフ

ォーム工事 

・補助対象工事費が１０万円以上（消費税込）の 

住宅リフォーム工事  

 ※その他の補助金を利用する部分は対象外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．補助金額 

  補助対象工事費の１／５ 上限５万円 

※1 併用住宅とは住居部分と店舗部分が一体となっている建物(住居部分と店舗部分は同一所有者であることが必要) 

※2 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第 2 条第 1 項及び第 2 条第 5 項に規定する事業は対象外 

（ただし、第 2 条第 1 項については、補助金申請以前から相当期間事業を営んでいる場合を除く） 

※3 事業を営む者は補助対象者のほか、配偶者又は二親等以内の親族(同居、別居不問)でもよい 

 

○その他の補助金の主なもの（例）と問合わせ先 

その他の補助金 問合せ先 

介護保険・住宅改修 介護保険課 

障害者・住宅改修 福 祉 課 

省エネルギー設備等設置補助制度 環境政策課 

木造住宅耐震改修工事費助成 建築・開発審査課 

克雪すまいづくり支援事業 住宅施設課 

 

※同じ工事場所で二つ以上の補助金を併用することは

できません。 
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提出書類 

「交付申請時」に必要な書類 「実績報告時」に必要な書類 

１．交付申請書兼同意書 

 ○申請者の氏名欄は自署及び押印する 

○申請者欄及び金額欄を訂正する場合は、訂正印が必

要（捨印の押印があれば訂正印は不要です） 

○裏面「本人同意事項及び不承認事由」を確認し署名 

 

２．見積書の写し 

 ○代表者名の記載と業者印を押印されたもの 

○宛名が申請者であるもの 

○補助対象工事の内容が明細で確認できるもの 

○住居部分・店舗部分ともに申請する場合はそれぞれ

の部分を分けて作成したもの 

○住宅リフォーム支援事業と同時に国、県の補助金や

市のその他の補助金を利用する場合は、見積書に各

補助金の利用部分を明示 

 

３．図面（手書き可、工事箇所を着色で明示） 

 ○住宅内部の工事：当該工事階の平面図（階数記入） 

          増改築・間取りの変更の場合は 

改修前後の図面 

○外壁工事：４面全ての立面図又は住宅各階の平面図 

○屋根工事：４面全ての立面図又は住宅全体の屋根伏図 

○下水道への接続工事の場合は配置図のみで可 

○併用住宅の場合は全ての工事において住宅各階の平

面図も必要（住居部分が 1/2 以上あるか確認） 

 

★４～６ページの添付書類欄に「※１」とある工事の 

場合に追加で必要となる書類 

 ○製品カタログの写し 

・使用する材料の製品名と性能又は効果が確認でき

るもの 

 

★併用住宅の店舗部分改修の場合に追加で必要となる書類 

○事業を営んでいることを証明する書類(すでに事業

を営んでいる場合のみ) 

   ・個人事業主：青色（白色）申告書の写し 

   ・法   人：法人確定申告書の写し又は登記 

事項証明書 

 ○住民票又は戸籍抄本（申請者と事業を営む者が異な

る場合のみ） 

申請者との関係が配偶者又は二親等以内の親族で

あることが確認できる書類が必要 

 

１．実績報告書（提出期限 令和 3年 1月 29日（金）） 

 ○申請者の氏名欄は自署及び押印する 

 ○工事期間は実際に工事を行った期間を記入 

○申請者欄及び金額欄を訂正する場合は、訂正印が必

要（捨印の押印があれば訂正印は不要です） 

 

２．請負契約書（又は請書）の写し 

 ○工事場所、工事期間、請負金額、契約日の記載のある

もの 

 ○申請時の申請者と業者の契約であること 

 

３．領収書の写し 

○施工業者が発行し、業者印の押されたもの 

○宛名が申請者であるもの(宛名は姓・名ともに記載) 

 

４．写真 

○施工箇所全てが確認できる施工前・施工中・完了後の

写真（施工前・施工中・完了後それぞれが比較できる

ように撮影したもの） 

○屋根の改修の場合は施工前・施工中・完了後ともに施

工箇所全てを屋根上で撮影した写真 

○製品カタログを添付した工事内容（4～6ページの 

※１）の場合は、実際に使用した材料の写真（製品名

の確認できるもの）又は納入場所と製品名が確認で

きる納品書等 

 ＊別紙「一般住宅リフォーム補助金 Q&A」７ページの

材料写真例を参照 

○施工前後で寸法の変わる工事内容（4～6 ページの 

※２）の場合は、メジャーテープ等を用いた計測値が

確認できる施工前・完了後の写真 

○各写真がどの部分の施工箇所か分かるように、施工

箇所番号などの表示をできる限り記載する 

 

★交付申請時から工事金額が変更になった場合に追加で

必要となる書類 

○見積書の写し 

・変更した工事の内容が明細で確認できるもの 

・作成日の記載があり、業者印の押印されたもの 

・工事内容が確認できる明細の付いた請求書でも可 

・値引きによる金額変更のみの場合は不要 

 

★転入・転居予定の場合に追加で必要となる書類 

○住民票 

・マイナンバーの記載がなく、実績報告時以前３か月

以内に発行されたもの 

・転入又は転居後の住民票 

 

添付書類については、別紙「一般住宅リフォーム補助金Ｑ＆Ａ」５ページのＱ24を参照してください。 

【ご注意】 

施工前写真は実績報告時に一括提出となります

ので、工事に着手する前に忘れずに撮影してくだ

さい。 
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補助対象工事 

バリアフリー・安全、省エネルギー、防災、長寿命化に配慮した以下に記載する工事が対象 

工事内容ごとに必要な添付書類 

 ※１…交付申請時に、製品カタログ等の製品名と性能又は効果が確認できる部分の写しが必要です。 

    実績報告時に、実際に使用した材料の写真（製品名の確認できるもの）が必要です。 

※２…実績報告時に、施工前と完了後のメジャーテープ等を用いた計測値が確認できる写真が必要です。 

工事内容 仕様等 
添付 
書類 

①浴室の改修 

ユニットバスへの取替え工事 

・既存のユニットバスの取替え工事も対象 

・ユニットバスの取替え工事に併せて給湯器の取替

えが必要になる場合のみ給湯器も対象（給湯器の

取替えのみは対象外） 

※1 

その他バリアフリー工事 

滑りにくい床材への改修、レバーハンドル、ワンプ

ッシュ式水栓への取替え工事等が対象 
※1 

またぎ高さの低い浴槽への取替え工事も対象 ※2 

②便所の改修 洋式便器への取替え工事 

・既存の洋式便器の取替え工事も対象 

・便器の取替えに伴い手洗い器を設置する場合は手

洗い器も対象（手洗い器の取替えのみは対象外） 

※1 

③洗面所の改修 洗面台の取替え工事 
レバーハンドル式水栓、ワンプッシュ式水栓の洗面

台又は水栓への取替え工事が対象 
※1 

④台所の改修 

システムキッチンの設置・取替え工事 

・ガス台など一部のみの取替え工事は対象外 

・レンジフードの取替えはシステムキッチンの設置

と併せて行うもののみ対象 

※1 

既存システムキッチンのＩＨクッキ

ングヒーター（ビルトインタイプ）へ

の取替え工事 

 ※1 

⑤内装の改修 

畳の入替え、表替え工事   

壁・床・天井の張替え、塗装、 

建具の入替え工事 

・「F☆☆☆☆」材や国土交通省告示対象建築材料以

外（天然材等）での工事が対象 

・建具の襖や障子の張替えは、内装の改修を実施す

る箇所に限り対象 

・断熱材の入替え、新規設置は床等の張替えと併せ

て行うものが対象 

※1 

⑥造り付け家具・ 

家具固定改修 
造り付け家具の造作工事   

⑦廊下の改修 廊下の幅が広くなる工事  ※2 

⑧階段の改修 階段の勾配が小さくなる工事  ※2 

⑨手すりの設置 手すりを設置する工事 安全柵を設置する工事も対象 ※1 

⑩段差の解消 

廊下と居室、居室間及び玄関の段差を

小さくする工事 
 ※2 

段差解消機、階段昇降機又はホームエ

レベーターの設置工事 
 ※1 
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工事内容 仕様等 
添付 
書類 

⑪窓の改修 

ペアガラス又は二重サッシ（内付けサ

ッシの取付けを含む）への取替え工事 

窓の改修箇所に限り、網戸の設置及び改修も対象 

※1 

アタッチメント付き複層ガラスへの

取替え工事 
※1 

網入りガラス窓や強化ガラス窓への

取替え工事 
※1 

⑫出入口の改修 

引き戸、吊り戸、折り戸、シングル 

レバー、バー引き手への取替え工事 

・既存が左記に該当する戸からの改修も対象 

・出入口の改修箇所に限り、網戸の設置及び改修も

対象 

 

改修後の出入口の幅が大きくなる 

工事 
 ※2 

断熱扉への取替え工事 扉の改修箇所に限り、網戸の設置及び改修も対象 ※1 

⑬屋根の改修 

遮熱、断熱、高耐久、高耐候、耐食 

性能のある屋根材への葺替え工事 

・連続して繋がっている本屋又は下屋ごとに全面改

修を行うものが対象 

・連続して繋がっている屋根の材質に違いがある場

合は、同一材質の連続する部分を全て改修すれば

対象 

・連続する面で塗装と葺替えを合わせて全面改修す

る場合も対象 

・断熱材の入替え、新規設置は屋根の葺替えと併せ

て行うものが対象 

 

【屋根工事の補助対象となる範囲】 

 

 

※1 

遮熱、断熱、高耐久、高耐候、耐食 

性能のある塗料による塗替工事 
※1 

耐震、耐風瓦への葺替え工事 

（施工方法も含む） 
※1 

陸屋根防水シートの張替え又は塗装

工事 
 

不燃材料の軒裏材への張替え工事 ※1 

⑭外壁の改修 

遮熱、断熱、防火、高耐久、高耐候、

耐食性能のある外壁材での張替え 

工事 

・棟単位で１／２以上を施工する場合が対象 

・断熱材の入替え、新規設置は外壁の張替えと併せ

て行うものが対象 

・既存の外壁材の上に重ね張りする工事も対象 

・外壁の張替え(塗装)と併せてシャッターを塗装す

る場合はシャッターの塗装費も対象 

※1 

遮熱、断熱、高耐久、高耐候、耐食 

性能のある塗料材での塗装工事 
※1 

⑮雨樋等の改修 雨樋の取替え・塗装工事 一部修繕するような工事は対象外 ※1 

●補助対象となる例 

●補助対象とならない例

例 

…施工場所 
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工事内容 仕様等 
添付 
書類 

⑯耐震改修 

外壁や内壁の改修に合わせて、筋交い

や耐力壁等を有効に設置し、耐震性を

高める部分補強工事 

住宅全体の耐震バランスを考慮して実施 

建物全体の耐震補強工事は当市都市開発課の「木造

住宅耐震改修工事費助成事業」を活用すること 

 

⑰躯体の補強 基礎、土台、柱、梁等の補強工事 住宅の構造部分の補強工事が対象  

⑱雪処理対策工事 

屋根に雪止めを設置する工事 
雪止めアングルや雪止めネットの設置工事等が 

対象 
 

雪囲い・風除室の設置工事 風除室は新規での設置又は全体の取替えのみ対象  

屋根融雪装置の設置工事  ※1 

落雪式屋根構造への改造、屋根の滑雪

能力を高める張替え又は塗装工事 
 ※1 

屋根に雪庇や吹き溜り等ができない

ようにする工事 
  

雪下ろし時の転落防止金具を設置 

する工事 
通年固定するものが対象 ※1 

屋根からの落雪による危険を防ぐ 

工事 
  

⑲給排水設備等の 

水廻りの改修 

給排水・ガス管等の改修   

下水道への接続工事   

⑳電気配線等の 

改修 
電気配線、コンセントの取替え工事 壁に埋め込まれ一体となっているものが対象  

㉑増改減築、 

間取りの変更 

居室等の増築、間取りの変更等工事 
壁及び天井と一体となって整備される可動式の間

仕切り等を設置する工事も対象 
 

居室の減築工事 住宅全体を除却するものは除く  

店舗部分の改修のみ申請可能 

㉒空調設備の改修 エアコンの設置 天井埋め込み型のエアコンのみ対象  

 

 

補助対象とならない工事の例 

・カーテン、ブラインド等の設置のみのもの ・車庫・物置・カーポートの設置、改修工事 

・家具・家電製品等の購入や設置 
・非居住用家屋（車庫・納屋等）を居住用に改修する工

事 

・外構工事 ・壁面の緑化、生垣造成工事等の環境緑化工事 

・シロアリ駆除  



7 

注意事項 

施工業者について 

施工業者の変更は原則認められません。やむを得ない事情が発生した場合は、住宅施設課までご相談ください。 

建設業等を営んでいる者（代表者）が所有し居住している住宅を、自身が営んでいる会社で改修する場合は、補助

対象となりません。 

補助対象工事費について 

交付決定後に工事内容が変更となり、工事費が減額になった場合は、補助金額も減額となる場合があります。工事費

が増額となった場合は、補助金額の増額はできません。 

手続きについて 

施工前・施工中・完了後の写真は、実績報告時に一括提出となります。写真の不足や不明瞭等で施工したことが確認

できない場合、補助金が受けられない場合があります。 

交付決定後にやむを得ず事業を中止する場合は、中止届出書の提出が必要となります。申請の際は工事内容をよく確

認のうえ、事業を中止することがないようにしてください。 

※その他、ご不明な点等は問い合わせをいただくか、別紙「一般住宅リフォームＱ＆Ａ」で問い合わせが多い事例を

まとめましたので、ご確認ください。 

 

問い合せ先 

本庁 

長岡市 都市整備部 住宅施設課 住宅政策係 

 所在地：長岡市大手通２丁目６番地 フェニックス大手イースト５階【次ページ位置図を参照】 

 ＴＥＬ：０２５８－３９－２２６５  

ＦＡＸ：０２５８－３９－２２９３   

E-mail：jutaku-shisetsu@city.nagaoka.lg.jp 

支所 

中之島支所 産業建設課 TEL 0258-61-2012 和 島 支 所 産業建設課 TEL 0258-74-3114 

越 路 支 所 産業建設課 TEL 0258-92-5904 寺 泊 支 所 産業建設課 TEL 0258-75-3105 

三 島 支 所 産業建設課 TEL 0258-42-2249 栃 尾 支 所 建 設 課 TEL 0258-52-5825 

山古志支所 産業建設課 TEL 0258-59-2344 与 板 支 所 産業建設課 TEL 0258-72-3201 

小 国 支 所 産業建設課 TEL 0258-95-5906 川 口 支 所 産業建設課 TEL 0258-89-3113 
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※車でご来場の際は長岡市役所提携駐車場をご利用ください。 
 

【フェニックス大手イースト位置図】 
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議題５ 

 

空き家のサテライトオフィス利用について 

 

１ 長岡市サテライトオフィス等開設促進事業補助金について 

新型コロナウイルス感染リスクの回避のため、首都圏企業の本社機能移転やサテラ

イトオフィス等を新たに開設する企業を支援する補助金。 

これにより、定住人口の増加や市内企業との連携により地域産業の活性化に繋げる

狙いもある。 

令和２年７月から受付開始。詳細は別紙チラシのとおり。 

 （長岡市商工部産業立地課事業） 

 

２ 空き家バンクとの連携について 

空き家バンクに登録されている物件では、家族人数が多い時代であった頃の部屋数

の多い物件がいくらかあるが、現在では需要が低く、なかなか声がかかりづらいもの

となっている。 

今回、サテライトオフィス開設補助金が創設されたため、このような物件をサテラ

イトオフィスとして活用できないか、産業立地課と連携し、PRを図っていくことを検

討中。 

 

 

８LDDKK 



長岡市で「サテライトオフィス」を開設する企業を支援します！ 

 

 

 
 

補助対象者 

〇長岡市内に本社及び支社等を有しない企業でBCPに基づき、市内にサテライトオ

フィス等を開設する次のいずれかに該当する者 

①本社機能の一部を長岡市に移転し、事業を行う者 

②市内の企業や４大学１高専と連携し、デジタル技術を活用しながら地域の産業創出

を進める協創型の事業を行う者 

補助対象経費 
及び 

補助額 

補助対象経費 補助額 

【オフィス開設費】補助率１０／１０ 

サテライトオフィス等を開設するために必要な経費 

・オフィス改修費、通信環境整備費、セキュリティ工事費、

オフィス賃借料(６ヶ月相当分) 

上限 

３００万円 １企業あたり

最大 

５００万円 【雇用拡大支援費】 

サテライトオフィス等での雇用に要する経費 

長岡市内に住所を有する正社員１人あたり ５０万円

上限 

３００万円 

申請期間 
令和２年７月中旬～随時受付 

※予算額を超える申請があった場合は、期間内であっても受付終了となります。 

補助条件 

〇サテライトオフィス等を開設してから３年以内に、長岡市内に住所を有する正社員

を雇用する見込みがあること 

〇サテライトオフィス等として３年以上継続して維持、運営される見込みがあること

〇市区町村税に滞納がないこと 

補助対象者の例 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
長岡市役所 商工部 産業立地課 

〒940-0062 新潟県長岡市大手通２－６ フェニックス大手イースト６F 

TEL：0258-39-2298  FAX：0258-36-7385 

E-mail:sangyou@city.nagaoka.lg.jp URL：https://www.nagaoka-kigyoritchi.jp 

補助制度の概要 

交付申請 

（開設日前まで） 
交付決定 

実績報告 
（令和3年3月15日まで）

確定 請求 支払 

補助制度の手続き 

問合せ先 

※サテライトオフィス等とは 

本社機能(企業の経営方針に関する意思決定、経営資源の管理、各種業務の統括、研究開発、情報処理等を行

う機能をいう。)の一部を持った事務所又は拠点事務所から離れた場所に開設する事務所 

～長岡市サテライトオフィス等開設促進事業補助金のご案内～ 

Webコンテンツ制作・デジタルコンテンツ制作関連、システム開発・プログラミング関連、ゲームソフトウェア

制作関連、デザイン・写真・イラスト関連、音楽・アート関連、インテリア・設計関連、技術開発・製造加工

関連、広告・広報業、ディスプレイ業、マーケティング・調査・企画関連、コンサルティング関連 など 

１企業あたり 最大５００万円！ 



議題６ 

啓発チラシの配布状況について 

 

１ 概要 

空き家の発生要因としては、その住宅に居住していた最後の人が死亡するケース

が多いと考えられる。 

そこで、死亡後の手続きのため、相続権利者などが来庁する時を絶好の機会とと

らえ、令和２年４月から空き家の発生抑制・予防のための啓発チラシを配布してい

るもの 

 

２ 啓発チラシ 

  別紙のとおり 

 

３ 配布方法 

  死亡後の手続きに来庁された際に、聞き取りにより、新たに空き家を所有するこ

とになった方に対して配布。 

  ※新たに空き家を所有することになるケースの例としてはひとり暮らしの方が

死亡した場合など。 

 

４ 配布状況 

 ４月 ５月 ６月 計 

配布枚数 ４枚 ９枚 ９枚 ２２枚 

  ※死亡後の手続きに来庁される方は毎月 100 件程度（全体数） 

  ※持家があるひとり暮らしの方が死亡したケースなどが配布対象となるため、全

体件数量から見ると一部にとどまっている。 

 

５ 成果 

・チラシ配布開始以降、住宅施設課窓口に 3,000万円特別控除の相談や、空き家の

管理（売買、解体）についての相談が数件あった。 

・相談の中には、相続放棄をして空き家の管理を免れようとしていたことについて

考え直していただく機会となったケースもあった。 

・3,000万円特別控除は令和２年度１件の申請があった。 



 

 

 空き家は地域の活力・魅力・価値を低下させ、さらに放置されている空き家は防災

や衛生、景観等の観点から大きな問題となっています。その一方で、空き家を買いた

い人がたくさんいます。 

 そこで、これから空き家を持つことになった皆様に、空き家をどうしていけばよい

のか検討するのに参考になる情報をお届けします。 

 

 

○空き家を放置するとどうなるのか 

 ・家の中は湿気がたまり、カビが大量発生する 

・虫やネズミなどが住み着き、家の中が傷む（火事になることも！） 

・雑草や木が生い茂り、近隣への迷惑になる 

 ⇒家の価値を下げる原因に 

 

○空き家を放置した結果、他人に損害を与えてしまった場合・・・ 

 ・火災による隣接家屋の全焼・死亡事故 ⇒ 6,375 万円 

 ・倒壊による隣接家屋の全壊・死亡事故 ⇒ 2 億 860 万円 

 ・外壁材等の落下による死亡事故 ⇒ 5,630 万円 

  ※出典：公益財団法人日本住宅総合センター（空き家発生による外部不経済の実態と損害額の試算に係る調査） 

  ※試算に係る前提条件を確認したい場合はお問い合わせください 

 

○空き家を維持管理するにはどのくらいの費用がかかるのか 

・固定資産税、屋根、外壁等修繕費用、火災保険、光熱費、除草費用、ハチの巣駆

除費用、雪下ろし費用、屋内清掃・窓あけ費用などなど・・・ 

 ⇒すべて業者に依頼すると年間数十万になるかも？ 

 

 

 

 

裏面へ 
 

 



○長岡市は中古物件の流通とリフォームを応援しています 

 ・古くても、まだまだ使える家は（必要に応じて直して）使っていく 

 ・中古物件の流通を促進させる 

 ・使えない家は除却していく 

 

○空き家を欲しがっている人はたくさんいます 

 ・都会から田舎暮らしをしたい 

 ・今、奥地に住んでいるが、もう少し町場に近いところに移り住みたい 

 ・歳もとっているので、あと１０～１５年も住めれば十分 

 

○空き家バンクについて 

 売却を進めようと不動産屋に相談したが、郊外で流通しづらい物件のため取り扱っ

てくれなかった、ということでもあきらめないでください！ 

 売り（貸し）物件を長岡市ホームページで公開し、買いたい（借りたい）人を探す

お手伝いをしています。 

 

 

 

○家を壊して土地を売る 

昭和５６年５月３１日までに建てられた家を、住んでいた人が亡くなってから３年

以内に解体し、売却すると所得税及び住民税の特別控除があります。 

 例：家を壊して土地を１０００万円で売った 

⇒本来なら所得税・住民税として１５０万円納める必要があるところ・・・ 

ゼロに！（早く処分すればこんなにもお得に！） 

※特別控除の詳細な条件や例示の試算に係る前提条件を確認したい場合はお問い合わせください 

 

 

 

 

 

【問い合わせ・ご相談】 長岡市住宅施設課 0258-39-2265 

平日午前８時３０分～午後５時１５分 

詳しくは・・・長岡市ホームページで 

 

これまでに空き家バンクで 

多くの売買（賃貸）が成立！ 
 長岡地域 支所地域 

売買 １７件 ２８件 

賃貸 ４５件 １４件 

 

 

家をとりあえずそのままにしておくだけでも、

相当な手間と費用がかかります。 

気持ちの整理がついたら、処分(売却、除却)を

進めましょう。 

 

長岡市は 
応援します 



議題７ 

全国住宅・土地統計調査の結果について 

 

１ 長岡市の空家率と国・県との比較（単位：戸） 

区分 調査年 
住宅総数 

A 

空家数 

B 

 

空家率 

B／A 

空家数に占

めるその他

の住宅割合 

C／B 

その他の 

住宅数 

C 

長岡市 

H20 109,350 12,540 4,640 11.5％ 37.0％ 

H25 112,380 14,130 6,120 12.6％ 43.3％ 

H30 113,820 14,330 6,220 12.6％ 43.4％ 

新潟県 

H20 929,700 112,800 46,000 12.1％ 40.8％ 

H25 972,300 132,000 70,300 13.6％ 53.3％ 

H30 994,500 146,200 64,800 14.7％ 44.3％ 

全 国 

H20 57,586,000 7,567,900 2,681,100 13.1％ 35.4％ 

H25 60,628,600 8,195,600 3,183,600 13.5％ 38.8％ 

H30 62,407,400 8,488,600 3,487,200 13.6％ 41.0％ 

※「その他の住宅」…空き家のうち、二次的住宅（別荘等）、賃貸・売買用住

宅を除いた住宅で、活用・処分等の意向が定まってい

ない空き家 

 

２ 長岡市考察 

  新潟県全体でみると空家数、空家率ともに増加傾向にありますが、長岡市は

空き家数は増加していますが、空家率は横ばいとなっています。 

  引き続き空き家の発生抑制や、利活用・除却支援など、総合的な取組を進め

ていきます。 



 

  
     

03- 5253- 8111 39- 354,39- 394 03- 5253- 8508   FAX 03- 5253- 1628 
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